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１．想定最大規模の洪水浸水想定区域図 
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項目 計算条件 

対象降雨 
 平成23年台風12号を想定最大規模に引き伸ばし 
（超過確率1000年、937mm/24h） 

対象区間 
【熊野川】  直轄管理区間：河口から左右岸5.0kまで 
【相野谷川】 直轄管理区間：合流点から左右岸5.7kまで 

対象河道 
【熊野川】  平成27年測量断面 
【相野谷川】 平成27年測量断面 

洪水調節施設  なし 

流量 
【熊野川】  相賀地点最大流量：31,000m3/s 
【相野谷川】 高岡地点最大流量： 1,500m3/s 

計算メッシュサ
イズ 

25mメッシュ 

破堤開始条件 HWL破堤 

想定最大規模の浸水想定区域図の条件 想定最大規模の浸水想定区域図 

5mメッシュの浸水深の設定方法 

洪水浸水想定区
域図は5mメッシュ
の浸水深で表示 

紀宝町役場 
：0.5m未満 

JR新宮駅 ：浸水深1～2m 

新宮市役所：浸水なし 



２．対象降雨波形の選定結果 
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雨量 引伸し937mm

引伸しなし

流量 引伸し937mm

流量 引伸しなし

約31,000m3/s 

約24,000m3/s 

・実績最大降雨である平成23年9月台風12号を、年超過確率1/1,000規模の降雨
937mm/24hで引き伸ばした降雨とする。 
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３．水防法の一部改正（H27.5.20）により実施する内容 
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○想定最大規模降雨の洪水浸水想定区域図 
 ・水防法第14条、水防法施行規則第1条から第3条に基づき、洪水浸水区域および浸水した場

合に想定される水深、家屋倒壊等氾濫想定区域および浸水継続時間等を表示した図面に洪水
浸水想定区域の指定となる降雨を明示した「洪水浸水想定区域図」を作成する。 

 ・洪水浸水想定区域図を作成するための浸水解析においては、「想定し得る最大規模の降雨に
係る国土交通大臣が定める基準を定める告示」（平成27年国土交通省告示第869号）に基づき、
想定最大規模の降雨量および降雨波形を用いる。 

河川整備において基本となる降雨を前提 

現行の洪水に係る浸水想定区域の例 想定し得る最大規模の洪水に係る区域の例 

既公表の浸水想定区域図 
（熊野川） 

想定最大規模の浸水想定区域図 
（熊野川） 

想定し得る最大規模の洪水に係る浸水想定区域に拡充 



３．水防法の一部改正（H27.5.20）により実施する内容 

○浸水継続時間の設定 
・浸水継続時間は、洪水時に避難が困難となる一定の浸
水深（0.5m）を上回る時間の目安を示すものである。 

浸水継続時間 
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浸水深 

経過時間 

0.5m 

浸水継続時間の算定イメージ 

浸水継続時間 

相野谷川排水 
ポンプ場 
鮒田水門 

市田川排水機場 
市田川水門 

□排水施設の考慮方法 
最大浸水深と浸水継続時間の算出は以下の条件を考慮している。 

・排水施設が浸水し電気系統が浸水する等の障害が発生する施設は稼
働停止する。 

・自然排水ができる施設は、河川水位と堤内地の水位の関係を考慮する。 

・相野谷川排水機場・鮒田水門、市田川排水機場・市田川水門について
は、操作規則を遵守する。ただし、敷地・施設が浸水するときは水門を
全開する。 



３．水防法の一部改正（H27.5.20）により実施する内容 
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○家屋倒壊等氾濫想定区域の設定  
・当該区域の設定においては、氾濫による流体力の
作用及び河岸侵食による基礎の流出による家屋
倒壊危険性について評価し、それぞれについて設
定・表示する。 

家屋倒壊等氾濫想定区域（洪水氾濫） 

   氾濫流の水深・流速等の発生状
況から、倒壊や滑動による家屋
倒壊が発生する恐れがある区域 

 ※倒壊・・・氾濫流により家屋が押し倒され、倒壊すること 
   滑動・・・氾濫流により家屋が押し流されること  



３．水防法の一部改正（H27.5.20）により実施する内容 
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○家屋倒壊等氾濫想定区域の設定  
・当該区域の設定においては、氾濫による流体力の
作用及び河岸侵食による基礎の流出による家屋
倒壊危険性について評価し、それぞれについて設
定・表示する。 

・河岸侵食幅は、河床勾配と河岸高（平均河床高－
低水路満杯時の水位）をもとに算定する。 

家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸侵食） 

    洪水流により河岸が削ら
れ、その結果、河岸沿い
の家屋が流出する恐れが
ある区域 


